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　江戸時代後期から小田川では山から伐り出した木
材を運ぶ「筏流し」の光景がよく見られていました。
長さ₄ｍほどの丸太を約10本並べた「コマタ」という
筏を作り、河口の長浜まで木材を運搬。しかし、昭和
23年に山に林道ができ、トラックによって木材を運ぶ
ようになり「筏流し」は廃止されてしまいました。
　45年ぶりに筏が浮かぶ風景を復活させようと住民
の方が「筏流し」のイベントを開催。昔ながら蓑（み
の）と菅笠姿の筏師が10連以上繋がった筏を巧みに操
りながらら進む姿を見ようと多くの人が訪れます。ま
た、地域のお母さんたちによって振舞われる名物「た
らいうどん」は大豆や椎茸のだしがきいた“付け汁”
でいただき絶品です。

内子町﹁筏流し﹂
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平
成
28
年
度
春
季
副
町
長
会
が
、
4
月

21
日
午
後
1
時
か
ら
「
伊
方
町
役
場
」
で

開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
県
下
8
町
の

副
町
長
と
松
野
町
総
務
課
長
。

　

会
議
は
ま
ず
、
宮
川
代
表
幹
事
（
上
島

町
副
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
に
、

森
口
伊
方
町
副
町
長
ほ
か
か
ら
「
伊
方
町

の
町
政
概
要
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
協
議
に
入
り
、
次
の
と
お
り
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

県
市
町
振
興
課
の
萩
原
課
長
か
ら

　
　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に

つ
い
て
」
の
説
明

⑵　

県
消
防
防
災
安
全
課
の
喜
井
主
幹
か

ら
「
公
用
車
に
よ
る
『
思
い
や
り
1
・

5
ｍ
』
の
広
報
に
つ
い
て
」
の
説
明

⑶　

各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　

①　

臨
時
職
員
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

	

　
　
　
　
　
（
愛
南
町
）

　

②　

社
会
人
経
験
者
採
用
に
つ
い
て

	

（
愛
南
町
）

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、4
月
28
日
県
自
治
会
館
で「
平
成
28
年

度
事
業
等
事
務
説
明
会
」
を
開
催
。
県
内

16
市
町
か
ら
担
当
者
18
名
が
出
席
し
た
。

　

説
明
会
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

主
催
者
あ
い
さ
つ

₃　

協
会
の
概
要
に
つ
い
て

₄　

打
合
せ
事
項

①　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
）
及
び
新
市
町
村
振
興
宝
く

じ
（
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
Ｐ
Ｒ

の
協
力
に
つ
い
て

②　

基
金
交
付
金
に
つ
い
て

③　

市
町
交
付
金
に
つ
い
て

④　

貸
付
事
業
に
つ
い
て

⑤　

市
町
の
振
興
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
に
係
る
助
成
に
つ
い
て

⑥　

市
町
村
職
員
中
央
研
修
所
（
市
町

村
ア
カ
デ
ミ
ー
）
受
講
に
係
る
助
成

に
つ
い
て

⑦　

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

（
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）受
講
に
係

る
助
成
に
つ
い
て

⑧　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
助
成
に

つ
い
て

⑨　

市
町
連
携
事
業
に
係
る
助
成
に
つ

い
て

⑩　

本
会
主
催
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

　

・
市
町
職
員
研
修
会

　

・
愛
媛
県
公
会
計
改
革
研
究
会

⑪　

そ
の
他

　
　

・
市
町
の
年
会
費
等
に
対
す
る
助
成

28
年
度
事
業
等
事
務
説
明
会
を
開
催

（
公
財
）
市
町
振
興
協
会
　

春
季
副
町
長
会
を
開
催

4
／
21
　
伊
方
町
で
　

　

③　

空
き
家
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

	

（
久
万
高
原
町
）

⑷　

そ
の
他

　
　

事
務
局
か
ら
、
熊
本
地
震
被
災
地
の

支
援
に
関
し
て

　

①　

義
捐
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

②　

全
国
町
村
会
と
連
携
し
な
が
ら
の

自
治
体
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　
　

そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承

し
た
。

⑸　

次
期
開
催
地
に
つ
い
て

　
　

次
回
は
秋
季
に
松
山
市
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

　

な
お
、
会
議
終
了
後
、
伊
方
ビ
ジ
タ
ー

ハ
ウ
ス
へ
移
動
し
、
伊
方
原
発
の
入
所
手

続
き
を
行
っ
た
後
に
、
四
国
電
力
の
案
内

を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
伊
方
原
子
力
発
電

所
」
を
視
察
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
に
「
亀
ヶ
池
温
泉
」
で
、

退
任
し
た
中
矢
前
松
前
町
副
町
長
の
送
別

会
を
兼
ね
た
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

及
び
寄
附

　

ア　
（
一
財
）地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

年
会
費

　

イ　

ジ
ェ
ト
ロ
愛
媛
貿
易
セ
ン
タ
ー

負
担
金

　

ウ　

松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
負

担
金

　

エ　

市
町
職
員
研
修
事
業

　

オ　

地
域
医
療
学
講
座
設
置
運
営
費

の
寄
附

　

カ　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
事
業
助

成
金

　

・
情
報
誌「
え
ひ
め
イ
ベ
ン
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

及
び
「
舞
た
う
ん
」

　

・
冊
子
「
愛
媛
県
市
町
要
覧
」

平成28年度春季副町長会　日程表
〔平成28年4月21日㈭　於：伊方町〕

愛媛県副町長会

時　間 場　所　等 行　事　等

12:50 伊方町役場　集合

13:00
　↓ 約60分
14:00

伊方町役場₅階会議室 平成28年度春季副町
長会

14:30 伊方原子力発電所
　入所手続き

14:50
　↓ 約30分
15:20

伊方原子力発電所
　概要説明

四国電力からの概要
説明

15:20
　↓ 約100分
17:00

伊方原子力発電所
安全対策視察
　懇談・質疑応答

①非常用電源車等、
電源確保の状況

②水密扉の状況
③各種配管の耐震対
策状況

④使用済燃料ピット
の状況　等

18:00～ 亀ヶ池温泉 送別会を兼ねた意見
交換会
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　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔平成28年 4 月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

事　務　局　長 渡　部　明　忠 総括、議長会常務理事、振興協会常務理事、総合事務組合事務局長

次　　　　　長 柏　原　　　準 事務局長補佐、議長会事務局長、総合事務組合次長

総務課 課　　長 向　井　政　明 ◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、職員人事管理関係（町村会・議長
会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム・発電
関係）、過疎自立促進、人権協会、　監査協関係に関すること。（会計を
除く）
◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、物資斡旋、軽自動車税申
告書の取扱、ホームページ管理に関すること。
◦全国町村会共済事業、生活協同組合事業、（一財）全国自治協会共済受
託事業（公有・生協　自動車事故処理関係含む）に関すること。

◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

課長補佐 久　保　真　澄

主　　事 丹　下　浩　明

書　　記 真　鍋　侑　里

会計課
	

課長・会計管理者
振興協会出納役 田　窪　浩　司 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。課長補佐 重　松　美智子

事業課
	
	
	

課　　長 清　川　　　敦
◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務災
害の庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を除く）

◦文書発送会計に関すること。

係　　長 中　井　貴　志

係　　長 原　田　祐　子

書　　記 新　岡　拓　也

お知らせお知らせ 市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長 担当係長

中川 小倉
912-2214

（3175）

（3179）（3180） 係長 係長 主任 主事

係長 主任 直946-0179

主任 主事
永井 幸原 吉岡

山本（大）

門田

吉田

山本
（啓）

岡田
（3186）

（3188）

（3187）

（3172） （3174）

（3168）

（3169）

（3194）

（3182）（3181） 主任 主任 主任

主任

主任 主任
田坂

主事

橘

臨時

黒田

臨時

十亀上田 倉橋

渡邊

山尾 木元
（3173） （3193）

（3176）

（3191）（3183） 主事

主事

主事
猪野

一色

原田
（3185）

主事

谷口

（3170）

主事

山下

（3177）

（3178）

（2891）
（3184）

FAX 912-2209 コピー機

課　長
荻　原

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

山　野
912-2212

係長（行政係）

伊賀上

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

河　野
（3166） 912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所
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県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
16
回
定
期

総
会
は
、
3
月
25
日
え
ひ
め
共
済
会
館
で
、

県
下
町
監
査
委
員
及
び
補
助
職
員
ら
23
人

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
小
島
副
会
長
（
愛
南
町
代
表
監
査
委

員
）
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
片
岡

会
長
（
内
子
町
代
表
監
査
委
員
）
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
表
彰
に
入
り
、
受
賞
者
4
名
を

代
表
し
て
上
甲
鬼
北
町
代
表
監
査
委
員
が

表
彰
状
及
び
記
念
品
を
受
領
し
た
。　

　

次
い
で
、
来
賓
の
知
事
（
西
本
総
務
部

管
理
局
長
代
理
出
席
）
及
び
原
県
町
村
議

会
議
長
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
公
務
の
た
め
出
席
が
か
な
わ
な

か
っ
た
上
村
県
町
村
会
長
か
ら
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
た
。

　

次
い
で
議
事
に
入
り
、
片
岡
会
長
が
議

長
と
な
っ
て
会
議
録
書
名
人
に
影
浦
砥
部

町
代
表
監
査
委
員
と
阿
部
伊
方
町
代
表
監

査
委
員
を
指
名
し
た
あ
と
、
次
の
と
お
り

議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
一
号　

会
務
報
告

　
　

一
同
了
承
。

⑵　

認
定
第
1
号　

平
成
26
年
度
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
了

承
。

⑶　

議
案
第
1
号　

平
成
28
年
度
会
務
運

営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑷　

議
案
第
2
号　

平
成
28
年
度
歳
入
歳

出
予
算

　
　

以
上
の
2
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、

事
務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な

く
議
決
さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
3
号　

任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選

　
　

本
年
3
月
31
日
に
現
役
員
が
任
期
満

了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
新
役
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

会　

長　

阿
部　

一
寿（
伊
方
町
）

　
　

副
会
長　

安
永　

紀
雄（
松
前
町
）

　
　

監　

事　

猪
上　

定
幸（
久
万
高
原
町
）

　
　
　

同　
　

上
甲　

康
夫（
鬼
北
町
）

　
　

な
お
、
新
役
員
の
任
期
は
平
成
28
年

4
月
1
日
か
ら
2
年
間
。

⑹　

議
案
第
4
号　

決
議

　
　

小
島
副
会
長
が
別
掲
の
決
議
を
朗
読

し
満
場
の
拍
手
で
こ
れ
を
採
択
。

　

最
後
に
同
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

木　

下　
　
　

淳
（
松
前
町
）

　
　

片　

岡　

安　

男
（
内
子
町
）

　
　

阿　

部　

一　

寿
（
伊
方
町
）

　
　

上　

甲　

康　

夫
（
鬼
北
町
）

第
16
回
定
期
総
会
を
開
く

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
　

決　　　　　議
　われわれ監査委員は、厳しい町財政の中、行政に対する住
民の信頼を確保し、透明性のあるものとしていくため、日々
研鑽を積み努力を重ねている。
　しかしながら、町における監査体制は、その課せられた義
務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査活動
費の確保等監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日ここに、愛媛県町村監査委員協議会第16回定期総会を
開催するに当たり、われわれ監査委員は、相互の緊密な連
携のもと、町における監査機能の充実と監査体制の強化に向
け、組織を挙げてまい進することを表明する。
　以上、決議する。
　　平成28年₃月25日

愛媛県町村監査委員協議会第16回定期総会　

 

第
1
7
4
四
国
地
区
町
村
議
会

�

　
　

議
長
会
会
長
会
を
開
催

�

3
／
23
　松
山
市
で

　
　
　

第
1
7
4
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
3
月
23
日
愛
媛
県
自
治
会

館
で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長

ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
愛
媛
県
の
原
会
長
、

次
い
で
四
国
地
区
会
長
の
株
田
徳
島
県
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
規
約
の
定
め

に
よ
り
原
本
県
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、

「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
株
田
徳
島
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

議　
　

事

1　

平
成
28
年
度
各
県
事
業
計
画
及
び

　

予
算
に
つ
い
て

　
　

各
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料
に
基
づ

き
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

2　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

①　

第
57
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て
（
香
川
県
）

　

②　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て
（
愛
媛
県
）

　
　

以
上
の
2
題
に
つ
い
て
各
県
局
長
か

ら
説
明
が
あ
り
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

3　

次
期
四
国
地
区
会
長
の
選
任
に
つ
い

て

　
　

蓬
香
川
県
会
長
が
会
長
に
選
出
さ
れ

た
。
任
期
は
4
月
1
日
か
ら
1
年
間
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
徳
島
県
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

上甲鬼北町代表監査委員
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陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
武
道
場
は
、
県
産
材
の
木
造

平
屋
建
て
、
省
エ
ネ
・
環
境
対
策
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
を
採
用
し
て
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
造
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
玄
関
ホ
ー
ル
な
ど
の
壁
や
手

水
鉢
に
は
砥
部
焼
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
は
柔
道
・
剣
道
・
空
手
が
そ
れ
ぞ
れ
2

面
設
営
可
能
で
す
。
ま
た
、
各
設
備
は
、
会
議
室
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
授
乳
室
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー

室
、
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。
空
調
設
備
は
、
ア
リ
ー

ナ
や
会
議
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
人
は
、
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
／
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

T
E
L
（
9
6
2
）
4
6
0
0

①外観　②アリーナ　③玄関ホールの陶板　④観覧席　⑤砥部焼の手水鉢

4月1日
❶

❸ ❷

❺ ❹

砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
武
道
場
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
開
館
し
ま
し
た
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鬼
北
町
庁
舎
（
旧
・
広
見
町
庁
舎
）
は
、

1
9
5
8
年
（
昭
和
33
年
）
に
竣
工
さ
れ

た
建
物
で
、
2
0
1
2
年
（
平
成
24
年
）

2
月
23
日
に
は
、
造
形
の
規
範
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
し
て
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
モ
ン
ド
設
計
事
務
所
の
設
計
に
よ

り
、
今
年
2
月
に
完
成
し
た
本
庁
舎
に
は
、

多
く
の
文
化
財
的
価
値
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
今
回
行
わ
れ
た
改
修
工
事
で
は
、
新

し
い
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
文
化
財

的
価
値
の
保
存
に
も
取
り
組
み
、「
鬼
北

町
再
生
庁
舎
」
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

3
階
に
あ
る
議
場
の
屋
根
に
は
シ
ド

ニ
ー
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
有
名
な
シ
ェ
ル
構

造
の
一
つ
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
（
双
曲
放
物
面
）

シ
ェ
ル
構
造
が
用
い
ら
れ
、
四
方
に
は
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
ほ
ぼ
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
も
の
を
使
用
し
て
お
り
、ま
る
で
、チ

ャ
ペ
ル
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。

　

外
観
か
ら
見
た
本
庁
舎
は
、
美
し
い
直

線
が
際
立
ち
ま
す
。
そ
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
の
は
新
設
し
た
ペ
ア
ガ
ラ
ス
を
縁
取

る
、
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
。
こ
の
ス
チ
ー

ル
サ
ッ
シ
ュ
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
せ
る
軽

快
な
デ
ザ
イ
ン
が
、
見
る
人
に
現
代
的
な

印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
現
場
で
施
工
さ
れ
た
人

造
石
研
ぎ
出
し
床
、
1
本
の
天
然
の
木
を

直
角
に
曲
げ
て
作
ら
れ
た
階
段
の
手
す
り

や
、
真
鍮
の
釘
が
規
則
正
し
く
打
ち
込
ま

れ
た
ラ
ワ
ン
ベ
ニ
ア
の
壁
な
ど
は
、
当
時

の
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
レ
ー
モ
ン
ド
設
計
事
務
所

が
施
す
、
繊
細
で
モ
ダ
ン
な
技
術
が
、
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
点
在
し
、
現
代
技
術
と

融
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
改
修
で
は
、町
民
の
皆
さ

ん
や
、
来
庁
さ
れ
た
方
に
と
っ
て
、
快
適

で
過
ご
し
や
す
い
空
間
と
な
る
よ
う
、
総

合
案
内
所
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
、キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
や
授
乳
室
、
そ
し
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

鬼
北
町
役
場
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
、
町
産
材
の
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
て
建
築
さ

れ
た
別
館
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◀
3
階
に
あ
る
議
場

鬼北町役場本庁舎

鬼北町役場本庁舎が生まれ変わりました
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前
触
れ
は
無
し

　

足
早
く
桜
前
線
が
北
上
し
葉
桜
に
な
る

や
、
続
い
て
紅
・
白
・
紫
色
な
ど
大
輪
の

花
「
牡
丹
」、
華
や
か
な
色
に
染
ま
っ
た

「
ツ
ツ
ジ
」
が
新
緑
に
映
え
、
そ
の
他
一

斉
に
い
ろ
ん
な
花
が
カ
ラ
フ
ル
な
姿
を
披

露
。
背
景
に
青
空
を
入
れ
た
キ
ャ
ン
バ
ス

は
、
毎
年
訪
れ
る
自
然
美
な
が
ら
心
を
癒

さ
れ
る
。
和
食
の
主
役
「
コ
メ
」
を
育
て

る
水
田
が
「
れ
ん
げ
草
」
の
花
絨
毯
に
な

る
の
も
こ
の
時
季
で
あ
る
。

　

自
然
界
の
一
生
物
で
あ
る
人
間
は
、

日
々
、
自
然
か
ら
大
き
な
恵
み
を
受
け
一

体
化
し
て
い
る
。し
か
し
、そ
の
恩
恵
の
反

面
、
異
常
変
化
の
大
気
、
風
雨
、
雷
な
ど

関
連
動
作
が
度
を
越
す
と
牙
を
剥
き
、
容

赦
な
い
暴
走
が
あ
る
。
さ
ら
に
未
知
の
地

球
内
部
か
ら
の
火
山
・
地
震
は
、
現
下
の

科
学
・
英
知
で
は
事
前
察
知
も
無
理
。
ま

さ
し
く
共
存
の
一
手
の
み
…
。

　

こ
の
度
の
熊
本
・
大
分
両
県
を
襲
っ
た

「
熊
本
地
震
」
は
、
途
方
も
な
く
大
き
く

震
度
7
が
2
回
の
直
下
型
地
震
で
あ
っ
た
。

未
だ
に
震
度
1
以
上
が
千
回
を
超
す
（
4

月
30
日
現
在
）。

　　

 

犠
牲
者
へ
の
ご
冥
福（
合
掌
）。

　

被
災
者
皆
さ
ん
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ど
う
か
一
時
で
も
早
く
地

震
が
終
息
し
、
平
静
な
生
活
を
取
り
戻

し
ま
す
よ
う
に
。

　　

さ
て
、
人
間
が
自
然
か
ら
与
え
ら
れ
・

得
る
も
の
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
は
、

ま
ず
空
気
、
飲
み
水
、
食
料
生
産
な
ど
生

活
基
本
に
関
わ
る
も
の
。
さ
ら
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
各
般
に
利
用
の
“
技
”
は
、

適
度
な
降
雨
に
よ
る
水
利
用
、
風
、
波
の

う
ね
り
、
地
熱
、
太
陽
光
な
ど
を
は
じ
め
、

さ
ら
に
各
地
の
観
光
資
源
と
し
て
、
そ
の

活
用
は
い
ろ
い
ろ
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
列
島
そ
の
も
の
が
地
震
の
台
座
に

乗
っ
か
っ
て
い
る
以
上
、
引
っ
越
し
は

「
夢
話
し
」
に
も
な
ら
な
い
。
中
で
も
今
、

西
日
本
は
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
九
州
の
今
回
の
布
田
川
断
層

帯
、
日
奈
久
断
層
帯
か
ら
北
東
の
別
府
―

万
年
山
断
層
帯
へ
、
さ
ら
に
地
中
で
の
繋

が
り
か
ら
隣
接
す
る
断
層
帯
に
誘
発
の
可

能
性
は
あ
ろ
う
。
今
回
終
息
し
た
と
し
て

も
こ
こ
数
年
は
、
超
危
険
度
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
不
可
能
な
時
期
に
な
る
ら
し
い
。

1
5
9
6
年
の
慶
長
大
地
震
の
歴
史
事
実

も
あ
る
。
プ
レ
ー
ト
の
動
き
か
ら
若
干
予

測
可
能
な
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
よ
り
は
、

先
行
し
て
豊
後
水
道
―
伊
予
灘
へ
と
な
れ

ば
中
央
構
造
線
断
層
帯
が
気
に
か
か
る
地

域
に
本
県
も
在
る
。
特
に
前
触
れ
な
く
起

る
地
震
は
不
気
味
で
あ
る
。
い
た
ず
ら
に

危
機
を
煽
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
兎
に
角

地
震
の
台
座
上
に
あ
る
以
上
、
列
島
の
何

処
も
揺
れ
な
い
地
域
は
な
い
。
後
は
、
覚

悟
と
備
え
し
か
あ
る
ま
い
…
。

　

今
は
、
各
人
で
近
隣
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
積
極
的
な
耐
震
化
、
1
週

間
分
の
食
糧
備
蓄
等
々
や
れ
る
範
囲
の
備

え
を
。

�

　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
何
故
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
悲
し

み
を
予
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
死
の
恐
怖
の
た
め
に

死
ぬ
人
間
と
同
然
で
あ
る
。」

　
　
　
（
Ｊ
・
ダ
ン
ハ
ム　

英
国
の
詩
人
）

一

筆

4
月
の
会
と
催
し

▽
7
日
＝（
一
般
）町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
連
合
会
職
員
研
究
会
、
平
成
28
年
度

全
国
町
村
議
長
会
都
道
府
県
職
員
研
究

会（
8
日
ま
で
）

▽
11
日
＝
平
成
28
年
度
会
館
管
理
組
合
事

務
打
合
会

▽
13
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議

▽
14
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会

議
及
び
事
務
局
長
研
修
会（
15
日
ま
で
）、

平
成
28
年
度
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

▽
15
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会

▽
19
日
＝
愛
媛
県
新
幹
線
導
入
促
進
連
絡

会（
第
1
回
）、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
調

整
委
員
会
の
説
明

▽
20
日
＝
自
治
労
連
か
ら
の
要
望

▽
21
日
＝
平
成
28
年
度
春
季
副
町
長
会
、

第
33
回
ふ
る
さ
と
振
興
賞
顕
彰
式
、
白

石
前
会
長
と
全
国
町
村
会
経
済
農
林
部

と
の
農
地
制
度
に
つ
い
て
の
打
合
せ

▽
22
日
＝
白
石
前
会
長
と
全
国
町
村
会
事

務
総
長
と
の
打
合
せ

▽
25
日
＝
平
成
28
年
度
愛
媛
県
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
地
域
振
興
協
議
会
総
会

▽
26
日
＝
平
成
28
年
度
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
事
務
説
明
会

▽
27
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
、
同
全
体
会
、
平
成
28
年
春
の

園
遊
会

▽
28
日
＝
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
第
56

回
定
期
大
会
、（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振

興
協
会
平
成
28
年
度
事
業
等
事
務
説
明

会

編
集
後
記

　

4
月
14
日
に
発
生
し
た
「
平
成
28
年
熊

本
地
震
」
は
、
熊
本
県
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
犠
牲
と
な
っ

た
方
々
に
心
か
ら
の
お
悔
や
み
を
、
ま
た

被
災
地
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
だ
、
復
興
の
槌
音
は
聞
こ
え
ま
せ
ん

が
、
私
た
ち
は
こ
の
災
害
を
克
服
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
で
き
る
こ

と
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

◇

　
「
阪
神
・
淡
路
」
が
過
ぎ
、「
東
日
本
大

震
災
」
か
ら
5
年
が
経
ち
ま
し
た
。
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き
ま
す
。
日
頃
の

備
え
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
被
災
し
た
人
々
の
礼

節
を
失
わ
な
い
態
度
に
は
胸
が
熱
く
な
り

ま
す
。
あ
る
識
者
の
コ
ラ
ム
に
こ
う
あ
り

ま
し
た
。「
な
ぜ
日
本
人
は
、こ
ん
な
に
冷

静
に
他
者
へ
の
配
慮
に
あ
ふ
れ
た
行
動
を

と
れ
る
の
か
と
問
う
外
国
メ
デ
ィ
ア
に
対

し
て
、『
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、そ
れ
は

私
た
ち
が
日
本
人
だ
か
ら
と
答
え
る
し
か

な
い
』」
と
。

　

ガ
ン
バ
レ
熊
本
、
ガ
ン
バ
レ
九
州
。

◇

　

人
事
異
動
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

各
町
で
も
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し

の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

会
う
は
別
れ
の
始
ま
り
と
申
し
ま
す
。

　

異
動
さ
れ
た
方
々
に
は
、
ま
た
お
目
に

か
か
る
日
ま
で
お
元
気
で
。
事
務
所
近
く

に
お
出
で
の
際
に
は
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

拍
子
が
あ
え
ば
、
一
献
傾
け
ま
し
ょ
う
。

◇

　

4
月
は
、
な
に
か
新
し
い
も
の
に
で
あ

え
そ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
と
し
た
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
心
機
一
転
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

本
年
度
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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保険金額と掛金（保険料＋事務運営費） 制 度 の 特 長

◎ご加入のお申込みは◎
町村議会事務局まで

●町村議会議員の皆さまがご加入いただ
ける制度です。
●議会議員を退職後も、継続してご加入
いただけます。（掛金のお支払いは口座
振替となります。）
●公務中のケガから日常生活のケガま
で、国内・国外を問わず24時間補償
します。
●地震によるケガも補償します。
●加入の際、医師の診査などは不要で、
年齢に関係なくご加入いただけます。

人
個

任
責
償
賠

自転車で他人にぶつかり
ケガをさせた

飼い犬が他人に噛みついて
ケガをさせた

同居のこども・孫が
他人のものを破損した

買い物中に誤って
商品をこわした

補償の対象となる場合（例えば次のような事故によりケガをした場合、補償の対象となります。）

全国町村議会議員 団体補償制度
●保険期間　毎年7月1日午後4時から1年間（随時加入できます。）
●加入資格　全国の町村議会議員等、議会事務局職員、系統町村議会議長会職員

（傷害総合保険）

ケガの保険

ガ

ケ
演説中・公務中の事故 車での移動中の事故 飛行機搭乗中の事故 スポーツ中の事故

包丁で指を切った ドアにぶつかりケガをした 階段で転んでケガをした

夫婦型の
ご加入を
おすすめ
します

加入者
（議員）
ご本人

（　　　　）夫婦型に
ご加入の場合

配偶者

および

本年度は、約15％（注）の割引となります。　（注）団体割引30％、過去の損害率による割増35％、大口割引10％を乗算しています。
事務運営費は本制度の運営に必要な費用（様式のとりまとめ、掛金の集金等）に充当しています。

。すましい払支おを金険保らか方両の険保合総害傷トッセ約特償補みの険危害傷通交と険保合総害傷、合場の」故事通交「、でのなンラプたれさトッセが険保合総害傷トッセ約特償補みの険危害傷通交と険保合総害傷※

補 償 開 始 日 本　人 夫婦型
掛　　　　　金

新規・中途加入者の掛金（保険料＋事務運営費）

7月1日
8月1日
9月1日
10月1日
11月1日
12月1日

22,000円（保険料20,000円）
20,200円（保険料18,330円）
18,400円（保険料16,680円）
16,500円（保険料15,010円）
14,700円（保険料13,320円）
12,900円（保険料11,680円）

35,000円（保険料33,000円）
32,100円（保険料30,240円）
29,200円（保険料27,520円）
26,300円（保険料24,770円）
23,400円（保険料21,980円）
20,500円（保険料19,270円）

補 償 開 始 日 本　人 夫婦型
掛　　　　　金

1月1日
2月1日
3月1日
4月1日
5月1日
6月1日

11,000円（保険料10,000円）
　9,200円（保険料　8,330円）
　7,400円（保険料　6,680円）
　5,500円（保険料　5,010円）
　3,700円（保険料　3,320円）
　1,900円（保険料　1,680円）

17,500円（保険料16,500円）
14,600円（保険料13,740円）
11,700円（保険料11,020円）
　8,800円（保険料　8,270円）
　5,900円（保険料　5,480円）
　3,000円（保険料　2,770円）

全国町村議会議員互助会（保険契約者） 〒102-0082　東京都千代田区一番町25　全国町村議員会館　電話 03-3264-8172

SJNK15-18159  2016年3月4日作成

●本保険制度は、損害保険ジャパン日本興亜株式会社を幹事保険会社とする損害保険会社4社の共同引受であり、幹事保険会社が他の保険会社の代理・代行を行います。引受
保険会社は、各々の引受割合に応じて連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。引受保険会社と引受割合については、取扱代理店までお問い合わせください。

●ご契約者以外に対象となる方（被保険者）がいらっしゃる場合には、その方にもパンフレットに記載した内容をお伝えください。
この広告は概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン日本興亜営業店までお問い合わせください。
◎取扱代理店　株式会社まちむら　〒102-0082　東京都千代田区一番町25番地　全国町村議員会館　電話 03-3264-6830
◎幹事引受保険会社　損害保険ジャパン日本興亜株式会社　団体・公務開発部第三課　〒100-8965　東京都千代田区霞が関3-7-3　電話 03-3593-6455

（注）本人型と夫婦型は、重複して加入できません。 （保険期間 平成28年7月1日から1年間 職種級別Ａ級）年払の場合
天災危険補償特約、後遺障害等級限定補償特約（第1級～第3級）、手術保険金倍率変更特約および重大手術保険金倍率変更特約セット

補償内容

個人が日常の生活で、他人の身体、財物を
害し、法律上の賠償責任を負担した場合
（除く自動車事故、猟銃事故など）

交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ

加入タイプ
ケガの補償の対象者

保険料
事務運営費

掛金（保険料＋事務運営費）

死亡
後遺障害

入院

手術

通院

ケガ

個人
賠償
責任

保険金額 保険金額

加入者（議員・退職議員）本人

本人型
加入者（議員・
退職議員）本人

夫婦型

配偶者

1,700万円
900万円

日額8,000円
日額4,000円

日額3,000円
日額2,000円

1,700万円
900万円

日額8,000円
日額4,000円

日額3,000円
日額2,000円

最高 5,000万円
（自己負担額 なし）

最高 5,000万円
（自己負担額 なし）

20,000円 33,000円

1,135万円
500万円

日額8,000円
日額4,000円

日額2,500円
日額1,500円

2,000円 2,000円

22,000円 35,000円

＜重 大 手 術 の 場 合＞ 入院保険金日額の40倍
＜重大手術以外の場合＞
  入院中の手術：入院保険金日額の20倍
  外来の手術：入院保険金日額の 5倍

＜重 大 手 術 の 場 合＞ 入院保険金日額の40倍
＜重大手術以外の場合＞
  入院中の手術：入院保険金日額の20倍
  外来の手術：入院保険金日額の 5倍


